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エチレングリコールモノメチルエーテル
（2-メトキシエタノール，メチルセロソルブ，

EGME）
CH3OCH2CH2OH
［CAS No.109-86-4］
生殖毒性：第 1群

エチレングリコールモノメチルエーテル（EGME）は
ヒトの症例報告および疫学研究により曝露作業者にお
ける生殖・発生への影響が確認されている．EGME の
作業環境濃度が 4-20 ppm で TWA が 5.4-8.5 ppm の男
性労働者では，対照群との比較で精子数の減少は見ら
れていないが，精巣の萎縮傾向が見られており 1），ま
た TWA で 0-5.6 ppm（平均 0.8 ppm）曝露の作業者で
乏精子症の発生増加傾向が報告されている 2）．但し，前
者においては，他のエチレングリコールエーテルや有
機アミン化合物等の混合曝露があり，後者においては
エチレングリコールモノエチルエーテルの曝露があっ
た．EGME に平均 4.6 年曝露されている 28 名の女性労
働者からの 41 出産児中，妊娠中に EGME に曝露してい
た 6 出産児に精神遅滞，奇形および染色体構造異常が見
られたが，妊娠中の曝露がない女性の 35 出産児にはそ
れらの異常はなかった 3）．しかしながら，曝露濃度に関
する情報は記述されていない．エチレングリコール類の
混合曝露労働者における後ろ向きコホート研究では，高
濃度群の女性労働者に自然流産と低妊孕率の有意なリス
ク上昇，および男性労働者では有意ではないが低妊孕率
のリスク上昇が報告されている 4）．先天奇形の症例対照
研究では，グリコールエーテル曝露に関連するオッズ比
の有意な上昇が，神経管欠損（OR ＝ 1.94，95％ CI ＝
1.16-3.24），口唇裂（OR ＝ 2.03，95％ CI ＝ 1.11-3.73），
および重複先天異常（OR ＝ 2.00，95％ CI ＝ 1.24-3.23）
で認められた 5）．

動物においては，精巣萎縮と受精能低下，胎児毒性，
催奇形性が報告されている．吸入曝露による精巣萎縮は，
ラットに対する 300 ppm × 6 時間 / 日× 5 日 / 週× 13
週間蒸気曝露，およびウサギに対する 30 ppm × 6 時間
/ 日× 5 日 / 週× 13 週間蒸気曝露において確認されてい
る 6）．妊娠 6-17 日のラットを 6 時間 / 日曝露させた実験
では死産と胎児死亡を指標として LOAEL が 100 ppm
と報告されている 7）．雌雄のラットを 6 時間 / 日× 5
日 / 週× 13 週間曝露した実験では，300 ppm 曝露で雄
ラットの受精能低下がみられNOAELは100 ppmであっ
た 8）．

経口投与では，マウスに妊娠 7-14 日に 1,000 mg/
kg/ 日またはその 1/2-1/32 量を反復経口投与した場合，
31.25 mg/kg およびそれ以上の投与量では骨格異常の発
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生増加が，125 mg/kg およびそれ以上の投与量では胎
児の低体重が，また 250 mg/kg およびそれ以上の投与
量では 1 腹当りの生児数の減少が認められた 9）．

ラットの妊娠 7-15 日に 7 時間 / 日曝露した実験にお
いて，200 ppm 群では 100％の胚が吸収され，100 ppm
群では 53％の胚が吸収された．50 ppm 群および
100 ppm 群において，胎児毒性および骨格奇形や心奇形
等の奇形頻度の上昇がみられた 10）．ウサギ（妊娠 6-18
日）およびラット（妊娠 6-15 日）に 3, 10, 50 ppm を，
マウス（妊娠 6-15 日）に 10 および 50 ppm を，それぞ
れ 6 時間 / 日反復曝露した．50 ppm に曝露したラット
およびマウスでは胎児毒性は認められたが催奇形性は認
められなかったのに対し，ウサギでは 50 ppm 曝露で胎
児毒性，催奇形性ともに顕著であった．10 ppm 群では
3種の動物のいずれも影響がみられなかった11）．しかし，
ウサギのみ，10 ppm 曝露により有意な胸骨骨化遅延が
認められた 11）．妊娠ラットを 25 ppm に反復曝露した
場合，母動物には毒性を認めなかったが，生児に行動学
的変化および神経化学的変化が観測されたことが報告さ
れている 12）．

日本産業衛生学会 13）では，ヒトにおける生殖毒性で
はなく，動物実験結果から妊婦における安全レベルを加
味して許容濃度を算出しているが，ヒトの症例報告およ
び疫学研究によって男性性器への悪影響，女性労働者に
おける流産，催奇形性などの影響が報告され，動物でも
同様の結果が確認されている事から，生殖毒性第 1 群に
分類する．

許容濃度等
日本産業衛生学会：0.1 ppm（0.31 mg/m3）（2009 年）
ACGIH：0.1 ppm（0.31 mg/m3）（2006 年）
DFG： 1 ppm（3.2 mg/m3）（エチレングリコールモノメ

チルエーテルアセテートとの合計濃度）
NIOSH：0.1 ppm（0.31 mg/m3）
OSHA：25 ppm（80 mg/m3）
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